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2008年７月15日

　「原子力空母の配備を許さない」「米軍基地の再編・強化反対」の声高く、７月13日、
真夏の暑さの日曜日、神奈川県横須賀市のヴェルニー公園で、「7･13全国大集会 in 横須
賀」がひらかれ、全国から３万人を超える参加者が集まりました。８月から９月にも米軍
横須賀基地に配備されようとしている米原子力空母「ジョージ・ワシントン」。まさに、

東京湾に原子力発電所が設置されるようなもの。原子力空母の配
備は日本をアメリカの世界戦略に一大拠点として組み込み、日本
を「戦争する国」にする危険なもの。2008年夏、被爆63年、憲法
９条をまもり、平和をもとめる世論を大きく広げましょう。

ストップ�原子力空母配備
横須賀の「全国大集会」に３万人

全
国
か
ら
３
万
人
以
上
が
参
加
し
て
「
原
子
力
空
母
の
配
備

NO
！
」
の
声
を
あ
げ
た
全
国
大
集
会
（
７
月
13
日
横
須
賀
）

横須賀での「全国大集会」で
元気に参加した大阪の代表団

配備が予定されている空母ジョージ・ワシントン

・７月17日（木）　公務労組連・自治労連夏
季闘争第２次中央行動（東京）

・７月18日（金）～21日（月）　夏の勤労協大
学（長野県原村・八ヶ岳高原）

・７月20日（日）　河内長野市長選挙告示日
・７月26日（土）　憲法市民講座第４講座

 「平和への努力と日本国憲法」（国労会
館）

・７月26日（土）　大阪憲法会議・共同セン
ター第21回地域団体代表者会議（国労会
館）

・７月26日（土）～27日（日）　自治労連現業
労働学校（倉敷市）

・７月27日（日）　河内長野市長選挙投票日
・８月１日（金）　海外代表と語るピースイ

ンおおさか2008（大阪グリーン会館２階
ホール）

・８月４日（月）　2008年原水爆禁止世界大
会・広島大会開会総会

・８月５日（火）　自治体労働者の平和のつ
どい（広島市）

・８月６日（水）　2008年原水爆禁止世界大
会・広島大会閉会総会

・８月25日（月）～27日（水）　自治労連第30
回定期大会（長崎市）

・９月６日（土）　大阪労連第37回定期大会
（エルおおさか）

・９月11日（木）～12日（金）　大阪自治労連
第21回定期大会（シティプラザ大阪）

・９月20日（土）～21日（日）　第７回役員セ
ミナー（東大阪市）

2008年７月～９月
のとりくみ＆行事

全員集合

　

６
月
30
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
、
８
日

間
に
わ
た
っ
て
大
阪
府
内
を
「
核
兵
器
廃

絶
を
」「
憲
法
九
条
を
守
ろ
う
」
と
訴
え

な
が
ら
多
く
の
府
民
が
歩
い
た
今
年
の
国

民
平
和
大
行
進
。
そ
の
先
頭
に
い
つ
も

「
府
内
通
し
行
進
者
」
の
タ
ス
キ
を
か
け

た
稲
内
一
夫
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

稲
内
さ
ん
は
大
阪
府
庁
の
職
員
で
、
府

営
住
宅
の
管
理
な
ど
の
部
署
に
い
ま
す
。

組
合
活
動
で
は
土
木
現
場
支
部
の
組
合

員
。
来
年
の
３
月
末
に
定
年
を
迎
え
ま

す
。
定
年
を
前
に
し
て
、「
今
年
の
平
和

行
進
で
は
府
内
を
歩
き
通
し
た
い
」
と
い

う
思
い
を
強
く
も
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

思
い
を
夏
季
休
暇
を
活
用
し
て
実
現
さ
せ

ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
に
和
歌
山
市
に
住
ん
で
い

た
稲
内
さ
ん
。
母
親
か
ら
戦
争
の
悲
惨
な

体
験
を
よ
く
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
終
戦
の
年
、
１
９
４
５
年
３
月
15
日
の

大
阪
大
空
襲
の
あ
と
、
和
歌
山
に
も
空
襲

が
あ
る
と
聞
か
さ
れ
て
、
母
親
は
毎
日
が

生
き
た
心
地
が
な
か
っ
た
と
い
う
話
を
よ

く
し
て
い
ま
し
た
。
親
の
姉
妹
が
空
襲
か

ら
逃
げ
る
と
き
に
、
両
手
に
マ
ク
ラ
と
子

ど
も
を
抱
え
て
逃
げ
回
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ふ
と
手
の
中
を
見
る
と
、
子
ど
も
を

抱
え
て
い
た
と
思
っ
て
い
た
の
が
抱
え
て

い
た
の
は
マ
ク
ラ
だ
け
で
、
泣
き
つ
ぶ
れ

た
、
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。
こ
ん
な

戦
争
は
二
度
と
起
こ
っ
て
ほ
し
く
な
い

と
、
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
語
る

稲
内
一
夫
さ
ん
で
す
。

　

８
日
間
歩
き
通
し
た
稲
内
一
夫
さ
ん
の

顔
は
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
い
ま
す
。

「
ツ
メ
は
は
が
れ
て
痛
い
で
す
が
、
歩
き

通
せ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

稲
内
一
夫
さ
ん
は
ニ
ッ
コ
リ
と
笑
い
ま
し

た
。

ＢＯＯＫオン
（本の

紹介）

大
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自
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体
問
題
研
究
所　

編

発
行
所　

せ
せ
ら
ぎ
出
版

定
価　

９
５
０
円（
９
０
５
円
＋
税
）

「橋下知事への
対案～笑顔で

暮らせる大阪府再建の道」
　橋下改革の「大阪維新プロジェクト案」の審議にかかる
大阪府議会での議論のさなか、タイムリーな１冊です。わ
かりやすい言葉で、ていねいに説明されているので、たい
へん読みやすい読み物になっています。全体は４章からな
っており、①橋下府政の財政再建、②もうひとつの財政再
建の道、③府民生活への影響、④橋下改革の市町村への影
響、とタイトルもわかりやすい。「何のために、財政改革
をするのか」「改革のイメージに流されず、本質を見抜こ
う」「大阪府は解体していいのか」これを読めば、橋下改
革の府民イジメのいいかげんさがよくわかります。

当
聞方

見 録 とうほうけんぶんろく 13

稲内　一夫さ　
　ん

（大阪府職労）

平和への思いは親の戦争体験から

連日猛暑の続いた大阪で、通し行進を続けた稲内さん
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